
≪騎西特別支援学校の活性化・特色化方針≫ 

種別 知的障害 
学部・ 

学科 
小学部・中学部・高等部 

R６.5.1 

児童・ 

生徒数 

(男) １６４ 

(女) ６６ 
計２３０ 

アクセス 

・ＪＲ高崎線 鴻巣駅下車 

朝日バス 加須駅行き 「環境科学国際センター前」下車 徒歩２分 

・東武伊勢崎線 加須駅下車  

朝日バス 鴻巣駅行き 「環境科学国際センター前」下車 徒歩２分 

＜教育課程等＞ 

個に応じた支援の充実 

・児童生徒一人一人の障害の特性や実態に応じて、個別の教育支援を展開するため、教育支援プランＡ・

Ｂの他に、アセスメントツールによる実態把握等を行い情報共有し、小中高で連続性のある支援を行っ

ている。 

高等部複数教育課程 

・２年生から基礎教育課程、総合教育課程、応用教育課程の３つの教育課程と重複学級用の教育課程に

分かれて学習。 

重複教育課程（重複学級の生徒個々に合わせた学習を実施） 

基礎教育課程（身辺自立に役立つ力を向上させ、基本的生活習慣の定着を図る。等） 

総合教育課程（基本的生活習慣の確立を目指し、主体的に社会生活を送る態度を養う。等） 

応用教育課程（日常生活に関する理解や技能を高め、基本的生活習慣の習熟を図る。等） 

＜学校行事・部活動＞ 

運動会 １学期に実施。徒競走、各学部の演技や競技、応援合戦など。 

文化祭 ２学期に実施。ステージでの演劇発表、中学部・高等部は作業学習で作成した製品の頒布。 

校外宿泊学習 

○小学部：校外宿泊学習（５年生：加須方面）：修学旅行（６年生：栃木方面） 

○中学部：校外宿泊学習（２年生：長瀞方面）：修学旅行（３年生：千葉方面） 

○高等部：校外宿泊学習（２年生：大滝方面）：修学旅行（３年生：大阪方面） 

社会体験学習 

○小中学部：工場見学、ショッピングモール等 

○高等部：ディズニーランド、エルミ鴻巣(テーブルマナー講座) 

部活動 高等部が週３日実施。陸上大会、バスケットボール大会、サッカー大会に出場。 

＜家庭・地域との連携＞ 

保護者   保健や進路、自立活動に関する研修会を実施。 

地域交流  小学部→芋ほり、中学部→伝承遊び 

自治会   年に２回、種足地区区長との懇談会を実施。 

国際交流  中学部・高等部が県立不動岡高等学校ＡＬＴとの交流を実施。 

共同学習  地元小中学校・との交流会を実施。 

小学部→種足小、中学部→騎西中 

支援籍学習 前年度に学区内の小中学校に案内を送付し、年度当初から支援籍学習。 

＜進路＞ 

卒業後の進路状況 

Ｒ５…通所施設１３名、入所施設１名、就職１２名、在宅２名、計２８名 

進路学習 

高等部３年生と語る会、社会人の先輩と語る会、就労支援アドバイザーを招いての学習会 

産業現場等における実習 

高等部１年から３年まで、段階的に就労に向けた支援を実施。 

○１年【校内実習】 

企業や作業所から組立や箱詰めなどの軽作業の一部を委託してもらい、実習を実施。 

○２・３年【現場実習】 

企業や作業所・通所施設に１、２週間程度行き、実習を実施。 

卒業後の進路を決めるうえで一番重要な進路学習となっている 

〇１・２・３・年【デュアル】 

１日の日課の中に、学校での学習と企業や作業所等での実習を行う進路学習。 

別紙 



 

 

埼玉県立○○特別支援学校 育成方針 

育成方針の様式は自由です  

・サイズはＡ４判 

・縦長・横長どちらでもよい。  

・提出はパワーポイントファイル、ワードファイル等自由です。  

 

・「学校名」と「育成方針」の文言を入れてください。  

・各学年終了時の児童生徒の姿とそのために学校が何をするのかを明記してください 。 

 

・来年度入学する児童生徒が見ることを考え、難しい表現を避ける、文字数が多くならないようにす

る等の配慮をお願いします。  

 

・新しいフォントを使用した場合、一部の端末では対応できず文字が正しく表示されないことがあり

ますのでご注意ください。 

 

 


